






















学位授与の日付 昭和 46 年 1 月 20 日
学位授与の要件 学位規則第 5 条第 2 項該当
学位論文題目 はり・板構造物に関する一つの近似解法
論文審査委員 (主査) 一
教授ホ来 卓夫
(副査)教授佐賀二郎教摂広瀬達三教授山本 明教授村崎寿満
論文内容の要旨
単純な板わよびはりの曲げまたはねじりに関するエネルギ一法による解法を、複雑な結合構造物に
応用し、振動固有値および振動モードを求め、これを実験値と比較して、たわみの試験関数を座標の
幕級数で仮定した解法の実用性を吟味したものである。
まず単純なはり、板の場合について、エネルギーの停留値条件から求められる解の性質を変分法の
立場から数値的に吟味するとともに、この方法を利用するときの種々の注意事項について論じた。ま
た、複雑な系の解析を進めるときに必要なラグランジュの未定係数法の係数の物理的な吟味もおこな
った。
実際の複雑な系の応用として、特に航空機関係の例として、高速機機体を模した三角翼と胴体との
結合した系わよび後退角のある水平安定板のついたT型結合尾部系の振動計算をおこなった。
実験はほぼすべての計算例についておこないその方法を示すとともに、実験結果を数値解と比較し、
これらの系の解析に上記の解法が極めて有効で、あることを示したものである。
論文の審査結果の要旨
本論文はエネルギ法を用いて、複雑な結合構造物のたわみ、振動固有値、および振動モードを解析
し、これと実験値とを比較して、この解法の実用性を吟味したものである。
まず、板のひずみエネルギを最小にするたわみ関数は、自然境界条件として、板の自由縁の条件を
みたしていることを示し、この性質を利用して、ロケットや航空機の翼のように自由縁を持つ構造物
を解析するエネルギ解法を提案した。つぎに、この解法を、縁が拘束されている構造物の解析にまで
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拡張するため、ラグランジ、ユの未定係数を用いて拘束条件をみたす方法を示した。 たわみ関数として
座標のベき級数を用い、この方法による各種はり、板結合構造物の計算結果と実験結果とを比較して、
この解法が簡単で精度の高いものであることを示した。この研究は 複雑な構造物のたわみや振動数
を解析する有効な方法を提案し、構造力学の分野で大きな貢献を与えるものである。
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